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11月1日(金)に生徒会総務部の代表2名が、学区内にある特別養護老人ホーム「テンダーヒ
ルズ」を訪問し、入居されている皆さんにプレゼントを贈呈してきました。 

今回お届けしたのは、西中祭でも来場者の皆様にお配りした「ペン立て」です。全校から集め
た牛乳パックを使って全校生徒が作ったものですが、テンダーヒルズの皆さんにも役立てていた
だきたいという思いでお届けしたものです。テンダーヒルズでは、利用者の皆さんが塗り絵を楽し
むこともあるので、色鉛筆を立てておくのに使いたいとのことでした。 

コロナ禍以降、テンダーヒルズの皆さんとの交流は、今回のような手作りの品物をプレゼントし
たり、吹奏楽部の演奏動画をお届けしたり
するという形にとどまっていますが、またいつ
か西中祭にご招待したり、吹奏楽部が施設
で生演奏を披露したりするなど、再び直接
交流できるようになってくれればと思います。 

11月5日(火)、宮城県大郷町の先生方7名が本校を訪れ、3
年生の数学授業を参観されました。 

3年生は、去る10月24日(木)に、本校と内小友小学校を会場
に行われた「大曲仙北算数･数学教
育研究会」の秋季研究会で、地区内
の先生方に「相似な図形」の授業を見ていただいたばかりでしたが、この日は、その続きの授
業でした。タブレットで自分の考えをまとめたり、同じ考えの生徒同士でグループを作って伝え
合いをしたりする様子を見ていただき、先生方からは「温かく話しやすい雰囲気の学級づくり
がなされていた」「課題設定や解決の見通しをもつことをていねいに行っていることが印象的
だった」といったご感想をいただきました。 

11月5日(火)に、1、2年生を対象とした「仙北地域中学生向け企業説明会」を行いました。これは、本校と仙北地域振

興局、大仙市経済産業部商工業振興課の共催により実施したもので、昨年に続いての実施となりました。 

今回は「エイブリック株式会社（アナログ半導体製品の設計･開発･製造・販売）」「興栄建設株式会社（大型建造物

向けの鉄骨製造、土木･建築工事）」「六郷小型貨物自動車運送株式会社（食品･資材･農産物･自動車部品等の輸

送）」「株式会社アチカ（システム構築や保守･運用などのITサービス、ソフトウエア開発）」「株式会社プレステージイン

ターナショナル 秋田BPOブランチ（ロードアシスタンス、不動産管理、人材派遣、各種IT）」「JA秋田厚生連病院グルー

プ」の6社に来ていただき、生徒たちは、これ

らから3つの企業を選び、説明を受けました。 

  いずれも大仙市に本社や支社、事業所を

持つ地元企業ですが、業務内容や業績、社

会的な役割などとともに、職場の働きやすさ

や現在取り組んでいる働き方改革について

詳しく説明してくださった企業もありました。 

9月に職場訪問や職場体験を行った1、2

年生ですが、今回の説明会を通して、新たな

企業の魅力を知ることができたと思います。

こうしたことを将来の職業選択のきっかけと

するとともに、生まれ育った地元への愛着を

深めさせながら、キャリア発達やふるさと教

育の支援を進めていきたいと思っています。 

（写真左から）エイブリック、興栄建設、六郷小型貨物 

（写真左から）アチカ、プレステージインターナショナル、JA秋田厚生連 



 

11月1日(金)、3年生がスクールカウンセラーＦ．Ｃ先生のお話を聞く会を行いました。 

今回のテーマは「やる気を持続させるには」です。11月を迎え、いよいよ本格的な受検体

制に入るべき3年生にとって必要な心のコントロールの仕方について、「動機の3過程」を基

にお話しいただきました。 

3年生は、ワークシートに「始発機能（やる気の喚起）」→「志向機能（活動の方向付け）」

の具体的な手立てを記入しながら、自分だったらどのようにしてやる気を持続させていくのか

を真剣に考えていました。今後、努力した自分を褒めることで、「強化機能（活動の持続）」が働いていくのだそうです。 

テスト前なのにスマホから離れられなかったり、「どうせ無理だ」とか「昨夜は集中できなかった」など予防的な発言をし

たりすることを「セルフハンディキャッピング」というそうです。これとは反対に、実現させたいことを言葉にする「自己成就予

言」を心がけるとよいということでした。3年生の皆さんには、某ドラマの主人公のように「私、失敗しないので！」と自信を

もって言えるようになってほしいものです。  

 

  11月1日(金)、全校でチューリップの球根植え作業を行いま

した。これは、昨年度から活用させていただいている「コメリ緑

育成財団」の「コメリ緑資金ボランティア」という事業で行った

ものです。 

  この日は、コメリパワー大曲店からお二人が来てくださり、

チューリップの球根の植え方について指導してくださったほか、

活動で使用する苗やブランター、土、肥料などを助成していただきました。今回、合計３２０

個もの球根を提供していただきましたが、そのほかにも昨年植えたチューリップから取り出

した球根もあり、植える球根の数も年々増えていきそうです。 

  昨年は1年生だけで行った球根植えですが、今年は全校で行ったことや、用務員さんが

事前に球根の仕分けや花壇の穴開け、プランターの準備等を済ませておいてくださったお

か げ で、短

時間で作業を終えることができまし

た。 

代表生徒の感想にもあったように、

来年の春に咲き並ぶチューリップを楽

しみにしたいと思います。 

コメリパワー大曲店のお二人 

 

この日の集会は、１０月、１１月のハッピープロジェクト！ 

11月２日(土)、３日(日)に、男鹿市総合体育館で

秋田県中学校秋季柔道大会が行われました。本校

からは、2年生のＩ．Ｓさんが２日目の男子個人73㎏級に出場し、力強い戦いを見せてくれました。 

1回戦は、二ツ井中の選手と対戦して見事な一本勝ちを収めました。2回戦では山王中の選手と対戦し、押さえ

込みで敗れてしまいましたが、ベスト8に入ることができました。 

夏の総体後、1人で頑張っているＩ．Ｓさんですが、3年生の先輩に練習パートナーを務めても

らいながら頑張ってきました。今回、他地区の選手たちと対戦し、その力を肌で感じることがで

きたと思いますので、この経験を今後につなげてほしいと思います。 

秋田県中学校秋季柔道大会  （11月２日(土)、３日(日) 男鹿市総合体育館） 

男子個人 73㎏級 Ｉ．Ｓさん（2年）  ベスト８ 


